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非洪水期における大滝ダムの運用について

○大滝ダムは、本来、ダムの最低利用水位である標高２７１ｍから標高３２３ｍ

までのダムの容量を利用し、紀の川の洪水防御、都市用水の供給及び電力の供給

を目的としています。

○ところが、平成１５年４月、白屋地区において亀裂が発生し、平成１５年１０

月２４日からは、地すべりに対する措置として貯水位を自然流下で最も低下させ

ることができる標高２５８ｍまで下げ、地すべり対策工事を早急に実施すべく取

り組んでいるところです。

○一方、白屋地区の地すべり対策には相当の期間が見込まれており、関係利水者

等から大滝ダムによる暫定的な効果の発揮を強く望まれております。

○このような状況を踏まえ、台風２４号が１０月２６日１２時に温帯低気圧にな

り、かつ、大雨の恐れがなくなったため、本日（１０月２９日）から翌年6月15

日までの間における大滝ダムの運用として、①地すべりの安定性、②地すべり対

策工事に影響を与えない範囲として、貯水位をおおむねダムの最低利用水位であ

る標高２７１ｍまで上昇させることとします。

○このことにより約４７０万ｍ3の緊急備蓄水量が確保でき、異常渇水時には緊急

用水の補給も可能となります。また、貯水位が上昇することから電力の供給も可

能となります。

○なお、おおむね標高２７１ｍで管理した場合において、非洪水期間中の既往最

大の出水にみまわれたとしても、今年の出水により一時的に上昇した貯水位（お

おむね標高２８４ｍ）まで上昇しません。また、今年の出水による貯水位の上昇

による地すべりへの影響はありませんでした。
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下段コンジットゲート
　　全　開　→　閉　鎖

上段コンジットゲート
　　全　開　→　閉　鎖

選択取水設備
　　閉鎖→使用

クレストｹﾞｰﾄ
　　全　開

▽　洪水期での管理目標水位　概ね標高２７１ｍ

　　　　　　　全開にする放流設備
　　　　　　全閉にする放流設備

▽非洪水期での管理目標水位　概ね標高２５８ｍ
計画水位維持放流設備
　　閉　鎖

大　滝　ダ　ム　上　流　面　図

水位を上昇させ４７０万ｍ３
の緊急利水要用を確保



ケース⑤　水位降下後
（貯水位＝EL257.54～

洪　水　期

管理目標水位　標高2５８

②

大滝ダム断面図

非 洪 水 期

管理目標水位　標高2７１

選択取水設備か
らの取水

利水放流
及び発電放流

洪水吐きゲート閉鎖

洪水吐きゲート閉鎖

上流　　　　　　　　　下流

上流 　　　　　　　　下流

洪水吐きゲート全開

洪水吐きゲート全開

洪水吐き放流管
より自由越流



白 屋 地 区

地すべり面（推定線）

非洪水期　　　　２７１ｍ

洪 水 期　　　　２５８ｍ

●非洪水期は標高２５８ｍから標高２７１ｍへ貯水位を約１３ｍ上昇させる。
●白屋地区の河床高は標高２６５ｍなので、現在の河床から水面が約６ｍ上昇する。

白屋地区断面図（水位上昇の影響）

ゆるみ域


